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［背景・ねらい］ 

近年、本県のトマト栽培は炭酸ガス施用技術等の環境制御技術への関心が高まってきて

いる。一方、本県気象条件下における高軒高ハウスの促成長期どり土耕栽培のハイワイヤ

ー誘引に適した株間は明らかになっていない。 

そこで、本県主要品種「麗容」および他県での作付け事例が多い品種「りんか 409」を

用い、収量および単価の高い規格（200g 程度）が多くなる株間を明らかにする。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．品種に関わらず株間 40 ㎝は株間 35 ㎝に比べ果実数は少ないが、平均１果重は重く収

量で優れる（表１）。 

２．品種に関わらず株間 40 ㎝は株間 35 ㎝に比べ 200g 以上階級収量が多く、130g 未満 80g

以上規格収量は少なくなる（表２）。 

３．品種に関わらず株間 40 ㎝は株間 35 ㎝に比べ 80g 未満収量を除き、不良果収量に差は

ない（表２）。 

４．品種間差はあるものの果実糖度（Brix）および収穫果房数に株間による差はない傾向

となるが、栽培終了時の茎長は株間 35 ㎝が株間 40 ㎝に比べ長い傾向となる（表３）。 

 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．高軒高ハウスにおける促成長期どり土耕栽培に有効である。 

２．土耕栽培での試験であり、ロックウールによる養液栽培とは結果が異なる場合がある。 

 

　　　　　　　　　　　　　×

３）耕種概要

（１）供試台木：がんばる根トリパー （７）誘引方法：ハイワイヤー誘引（誘引高３ｍ）

（２）播 種 日：2019年６月25日 （８）温度管理：日中は天窓、側窓の自動開閉装置により20～27℃の範囲で設定

（３）定 植 日：第一花房出蕾期、2019年８月14日 　　加温機設定温度、日中加温18℃、最低夜温10℃（生育により変更）

（４）栽植様式：畝幅1.6m、条間50cm、2条千鳥 （９）炭酸ガス：11月上旬～栽培終了時まで400ppmでオン、450ppmでオフ設定

（５）施　　肥：かん水同時施肥、総窒素量47.9㎏/10a （10）収 穫 期：2019年10月～2020年６月29日

（６）マ ル チ：白黒マルチ、被覆日2019年10月８日 （11）区　　制：１区５株３反復

２）試験場所　　　長崎県農林技術開発センター内高軒高ハウス（間口9m、軒高４ｍ）

１）試験区の構成

　　　　「麗容」　　　　　　　　　　株間　35㎝ (3571株/10a)

　　　　「りんか409」　　　　　　 　株間　40㎝ (3125株/10a)

 

 

 

 



［具体的データ］ 

 

株間 総個数 総収量 商品果収量 不良果収量 平均１果重
商品果
１果重

(㎝) (千個/10a) (t/10a) (t/10a) (t/10a) (g) (g)

35 304 37.7 31.0 6.8 124 136

40 288 43.9 35.8 8.1 153 163

* * n.s. n.s. ** **

35 253 35.9 29.0 6.9 142 152

40 235 39.1 31.4 7.6 166 176

n.s. n.s. n.s. n.s. * *

z：t検定により＊＊は１％水準、＊は５％水準で有意差あり、n.s.は有意差なし

有意差

表１　各品種の株間における収量と平均１果重

品種

麗容

有意差z

りんか409

 
 

(㎝)

35 4068 5710 8120 12648 411 2873 678 1019 911 675

40 11449 8907 7149 7310 1029 2287 2209 1074 1156 1324

35 7799 5118 5985 8604 1535 2223 1917 1717 489 557

40 13395 6193 4694 5450 1699 1278 3081 1780 793 703

z：t検定により＊＊は１％水準、＊は５％水準で有意差あり、n.s.は有意差なし

表２　商品果収量と不良果収量の内訳(kg/10a)

商品果 不良果

n.s.*n.s.*n.s.n.s.

n.s. n.s. n.s.

n.s. n.s.n.s.

空洞果 尻腐果 裂果

* ** n.s. ** * n.s. n.s.有意差z

りんか409

有意差

200g以上
200g未満
160g以上

160g未満
130g以上

*

麗容

130g未満
80g以上

80g以上
優品

80g未満 奇形果
品種

株間

 

 

株間 茎長

(㎝) (cm)

35 4.8 23.7 917

40 4.7 24.0 855

* n.s. n.s.

35 5.0 24.0 815

40 4.9 24.3 752

n.s. n.s. **

z：t検定により＊＊は１％水準、＊は５％水準で有意差あり、n.s.は有意差なし

有意差

表３　果実糖度（Brix）と栽培終了時の生育

品種
Brix
(%)

麗容

りんか409

有意差z

収穫果房数
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